
　「EMS」のサービスに加えて開発・設

計までを手掛ける「EdMS（Electronics

design & development Manufacturing

Service）」を標榜するアドバネット

は，設計開発，試作，部品調達，量

産から検査まで，製品を市場に供給

するまでの作業をグループで一貫し

て手掛けている。「グループ内で製造

ラインを抱え，品質に責任をもって

製品を出荷しているメーカーである

以上，環境問題に取り組むのは当然

ことです」と，同社相談役を務める田

中一義氏は言い切る。

様々な用途に向けた組み込み用システムを手掛けるアドバネット・グループは，

環境問題に積極的に取り組んでいる企業の一つだ。ISO14001などの国際規格

への対応はもとより，独自に改良した鉛フリー・ハンダ実装機の導入や，市場に

おける問題に迅速に対応するための技術部門を設置するなど，グループが一体と

なって顧客満足度の向上を図りながら，環境問題に取り組んでいる。

テック，研究開発会社のアドバネット

R&Dで構成されている。これらの会社

が一体となって環境問題にまつわる

様々な課題に挑戦している。

　同グループにおける環境問題への取り

組みの先駆けとなったのは，ISO14001

の認証取得である。製品の製造に直接

かかわるバンテックが1999年に同認証

を取得。2002年には，スピリット21も

取得している。ISO14001認証取得に合

わせてカタログの「ペーパレス化」も実施

した。

製造装置に独自の工夫

　エレクトロニクス関連メーカーにとっ

て大きな課題となっているRoHS指令へ

の対応にも同社は積極的に取り組んでき

た。RoHS指令の規制対象となっている
図1●　独自の技術を投入した鉛フリー対応のハンダ槽（特許出願中）
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　同社が環境問題への取り組みを推進

するうえでの大きな原動力の源となっ

ているのは，顧客を重視する同社の姿

勢だ。従来から同社は製品の高い信頼

性を追求するとともに，納入後のサ

ポートにも力を入れてきた。「量産品で

ある以上，市場におけるトラブルを完

全になくすことはできません。お客様

からクレームをいただいたときには，

素早く対応する『クレーム・ファース

ト』を実践しています」（田中氏）。こうし

た姿勢で顧客に接している同社では，

「業界全体を巻き込む環境問題に率先し

て取り組むのは当たり前」という考えが

社内全体に浸透している。

　アドバネット・グループは，組み込

みシステムの開発と販売を主に担当す

るアドバネットを中核に，量産，試作

や検査を受け持つスピリット2 1，購

買，量産および解析を受け持つバン



物質の中でも，多くのエレクトロニク

ス・メーカーが対応に苦労している物質

が鉛である。LSIや電子部品を実装する

ためのハンダの鉛が使われており，この

鉛を排除すると部品の実装技術を全面的

に見直さなければならないからだ。

　アドバネット・グループは，いち早く

2003年に鉛フリー・プロジェクトを立ち

上げ，この問題に取り組んできた。機器

メーカーにおける製品の対応が同指令の

施行に間に合うように2005年に鉛フ

リー対応製品を提供するのを目標に対

応を進め，実際に2005年第１四半期か

ら鉛フリー対応製品の出荷を開始して

いる。「まだ，すべての部材メーカーで

RoHS指令への対応が済んでいるわけで

はありません。このため，アドバネッ

トの製品も全ての部品がRoHS対応に

なっていないのが現状です。部材メー

カーの対応が加速しているので，近い

将来に製品全体のRoHS対応が実現する

見込みです」（アドバネット取締役社長

兼COOの栗原和也氏）。

解析センターを設置して迅速対応

　同社が鉛フリー化を進めるうえで重要

な役割を果たしたのがグループ会社の一

つであるスピリット21である。現在，ア

ドバネットが提供しているPbフリー対応

の製品は同社が生産を担当している。従

来とは特性が異なる鉛フリー・ハンダを

導入するために同社は，ハンダ工程の装

置を入れ替えた。例えば，表面実装部品

の実装に使うN2対応リフロー炉や挿入部

品や異形部品の実装に使う噴流式および

静止式ハンダ槽である。いずれも装置

メーカーと共同で開発した独自の工夫が

なされている。例えば，ハンダ処理後の

冷却時に発生する「引け巣」とよばれるハ

ンダ不良を抑えるために，独自の冷却機

構（特許出願中）を取り入れた。静止式ハ

ンダ槽では，鉛フリー製品に合わせた冷

却を施せるように冷却システムを独自に

改良している。

　RoHS指令の施行

に合わせて対応が進

む一方で，メーカー

間では鉛フリー・ハ

ンダを使いこなすノ

ウハウが十分に確立

されていないことが

懸念されている。こ

のため，鉛フリー・

ハンダを採用した

メーカーは，製品に

ついて従来と同じ信

頼性を保証できると

は言い切れないのが

現状である。こうし

た状況の下でもユー

ザーが安心して製品

を使えるように，アドバネット・グ

ループではグループ各社の責任者が集

まる定例会議を設けて製品の品質に関

する情報をグループ内で共有し，問題

が発生したときにもグループ全体の総

力を結集して対応できるように備えて

いる。顧客や競合他社とも定期的に会

合を持ち，RoHS指令にまつわる様々

な情報の収集と共有にも努めている。

　さらに同社の取り組みで注目すべき

は，市場で問題が発生したときに速や

かに対応ができるように，2005年末に

バンテックの社内に「解析センター」を

設けたことだ。「市場で品質に関する問

題が発生したとき，従来は外部の機関

に原因の解析を依頼していました。た

だし，社外に依頼するとどうしても結

果を得るまでに時間がかかります。解

析センターを設けたことで，お客様に

解析状況の第一報を素早く提供できる

ようになりました」（栗原氏）。つまり，

鉛フリー化などによって予知していな

い問題が生じても，迅速に対応できる

体制を整えたわけだ。解析センターに

は，材料の組成を分析するための蛍光X
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図2●　「解析センター」に揃えた最新鋭の装置

お問い合わせ先

線分析装置やフーリエ変換赤外分光光

度計，デバイス内部や実装部分の3次元

形状を観察できるX線CT検査装置，断

面観察のための各種研磨装置，クロス

セッション・ポリシャ，高解像度/高倍

率のデジタル・マイクロスコープなど

最新鋭の装置を揃えている。

　EdMSとしての役割を強く意識する

アドバネット・グループは，顧客の

ニーズを先取りするかたちで前向きに

環境問題に取り組んでいる。こうした

同社の取り組みに対する反響は同社製

品のユーザー中心に大きく広がるに違

いない。


